
数学Ⅱ・Ｂ　第 4 問  
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平面 a(1)　4EAB=4DAB=
p
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 であるから

　　　　　p･q=p･r=  
ア0

　また　　q･r= q r cos
p
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　点 X は辺 AB を a : 01 1-a  に内分する点で

　あり，点 Y は辺 BF を b : 01 1-b  に内分す

　る点であるから

　　　　　XY=XB+BY =01 1-  
エa p+  

オbr

　また　　EC=EF+FG+GC =p+q-r，　XZ=AH=AD+DH=q+r

　p･q=p･r=0 に注意して，EC･XZ を計算すると

　　　　　EC･XZ=0p+q 1-r ･0q 1+r =p･0q 1+r +0q 1-r ･0q 1+r =
2
q -

2
r = 21 - 21

　　　　　　　　   =  
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(2)　EC は三角形 XYZ の 2 辺と垂直であり，(1) より，a，b の値にかかわらず常に

　EC･XZ=0 が成り立つ。

　よって，EC･XY =0 が成り立つような a，b の条件を求めればよい。

　ここで　　EC･XY =0p+q 1-r ･601 1-a p 7+br =01 1-a
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　よって　　1-a-
b
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=0　　　　すなわち　　  
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 のとき　　2a+
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=2　　　　すなわち　　a=
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　EK=cEC より　　AK=AE+cEC=r+c0p+q 1-r =cp+cq+01 1-c r　……  ①

　一方，点 K は平面 a 上にあるから，AK は実数 s，t を用いて

　　　　　AK=AX+sXY+tXZ=
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s 9+t r　……  ②　　と表される。

　p'0，q'0，r'0 で，p，q，r は同一平面上にないから，①，② より
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　……  ③，　c=t　……  ④，　1-c=
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　③，④，⑤ を解くと　　c=
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　よって　　 EK =
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　ここで　　
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EC >0 であるから　　 EC =U2 　　　　したがって　　 EK =
 

ソ5U  
タ2

 
チ8


